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「北口ゆうこう道議と語

る新春の集い」のご案内

輝かしい新年を迎え、いかが

お過ごしでしょうか。 

さて、「北口道議と語る新春

の集い」を下記のとおり計画い

たしました。多くの皆さんのご

参加をお待ちしています。 

とき：2月1日（金）18時～

ところ：士別グランドホテル 

会費：2,500円 

主催：北口雄幸士別市後援会

【会券のお求め先】 

北口事務所（東３条北７丁目）

電話0165-22-3100

FAX0165-23-4356

                              

    

謹
賀
新
年 新

年
、

明
け
ま
し

て
お
め
で

と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
輝
か
し
い
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
昨
年
は
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
特
に
、
道
議

選
挙
で
は
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご

支
援
を
い
た
だ
き
、
最
高
得
票

で
当
選
を
果
た
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

私
は
、
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ

い
た
だ
い
た
ご
支
援
に
お
応
え

す
る
た
め
、
一
所
懸
命
活
動
を

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
長

引
く
景
気
低
迷
で
、
北
海
道
と

り
わ
け
上
川
管
内
は
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
で
す
。
さ
ら
に
、

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
や

石
油
製
品
の
高
騰
に
よ
り
、
道

民
生
活
は
さ
ら
に
厳
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
対
す
る

新
た
な
対
策
も
早
急
に
行
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

今
年
こ
そ
、
皆
さ
ま
に
と
っ

て
よ
り
良
い
一
年
と
な
り
ま
す

よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
を
お
願
い
し
、
年

頭
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

北
海
道
議
会
議
員 

北

口

雄

幸  

格
差
か
ら
共
生
社
会
へ 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。 

昨
年
は
ま

さ
に
選
挙
イ

ヤ
ー
で
、
多

く
の
皆
さ
ま

に
お
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
期
待
に
し
っ
か
り
応

え
得
る
、
政
策
実
現
の
た
め
一

層
地
域
活
動
を
強
め
て
参
り
ま

す
。 地

域
経
済
は
依
然
模
索
状
態

が
続
い
て
い
ま
す
。
「
構
造
改

革
」
は
、
地
方
や
生
活
の
格
差

を
広
げ
、
命
や
教
育
と
い
う
生

活
権
を
危
う
く
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
今
日
の
省
庁
の
不
祥

事
は
目
に
余
り
ま
す
。
防
衛
省

の
施
設
調
達
疑
惑
、
社
保
庁
、

厚
労
省
の
肝
炎
問
題
、
農
水
省

関
連
団
体
の
緑
機
構
問
題
等
々
。 

政
権
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
浄
化
し
、
情
報
を
共
有
す
る

社
会
を
創
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。 

私
は
衆
議
院
議
員
と
し
て
、

法
律
は
誰
の
た
め
か
、
制
度
は

対
象
と
な
る
人
々
の
立
場
に
立

っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
と
、
自
問

し
な
が
ら
論
議
・
行
動
を
し
て

き
ま
し
た
。 

政
治
は
『
現
場
』
で
あ
り
『
生

活
』
で
あ
り
『
ふ
る
さ
と
』
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
新
た

め
て
決
意
し
て
い
ま
す
。 

衆
議
院
議
員 

さ
さ
き
隆
博 

今年こそ元気な郷土
ふ る さ と

に 
輝かしい新年を心よりお喜び申し上げます。 

ゆゆ
うう
ここ
うう
便便
りり  

発行:北口雄幸事務所

士別市東３条北７丁目

Tel0165-22-3100

fax0165-23-4356
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平
成
19
年
第
４
回
定
例
道
議

会
は
、
11
月
28
日
に
、
会
期
を

12
月
12
日
ま
で
の
15
日
間
と

決
め
、
開
会
し
ま
し
た
。 

今
定
例
議
会
で
は
、行
財
政
改

革
の
取
り
組
み
、
新
年
度
予
算

編
成
へ
の
対
処
、
支
庁
制
度
見

直
し
、
市
町
村
財
政
へ
の
支
援
、

地
域
医
療
対
策
な
ど
、
多
く
の

課
題
を
議
論
し
ま
し
た
。 

民
主
党
・
道
民
連
合
は
、
代

表
格
質
問
に
小
谷
毎
彦
議
員

（
北
見
市
）
が
登
壇
、
一
般
質

問
で
は
、
長
尾
信
秀
議
員
（
北

斗
市
）、
蝦
名
清
悦
議
員
（
札
幌

市
北
区
）、
岡
田
篤
議
員
（
釧
路

支
庁
）、
三
津
丈
夫
議
員
（
帯
広

市
）
の
４
議
員
が
、
当
面
す
る

道
政
課
題
や
地
域
課
題
な
ど
、

道
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。 

福
祉
灯
油
の
補
助
増
額
を 

石
油
製
品
の
高
騰
に
よ
り
、

灯
油
の
価
格
は
100
円
に
迫
り
、

道
民
生
活
と
り
わ
け
、
高
齢
者

や
障
が
い
者
、
母
子
世
帯
な
ど

の
世
帯
を
直
撃
し
て
い
ま
す
。 

北
口
道
議
は
、多
く
の
市
町
村

が
実
勢
価
格
に
応
じ
て
福
祉
灯

油
を
支
給
し
て
い
る
実
態
を
踏

ま
え
、
市
町
村
に
対
す
る
道
の

補
助
基
準
（
表
１
の
と
お
り
）

は
定
額
と
な
っ
て
お
り
、
実
勢

価
格
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
仕

組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
こ
と
か
ら
、
市
町
村
が

行
う
補
助
金
の
増
額
を
求
め
る

質
問
を
12
月
11
日
の
総
合
企

画
委
員
会
で
行
い
ま
し
た
。 

質
問
に
対
し
道
は
、「
今
後
、

市
町
村
に
お
け
る
取
り
組
み
状

況
に
つ
い
て
、
早
急
に
調
査
す

る
と
と
も
に
、
原
油
価
格
高
騰

を
受
け
た
国
の
緊
急
対
策
の
動

向
を
見
極
め
る
な
ど
し
て
、
見

直
し
の
必
要
性
に
つ
い
て
検
討

し
た
い
」
と
の
答
弁
を
引
き
出

し
ま
し
た
が
、
具
体
的
回
答
を

引
き
出
す
ま
で
、
ね
ば
り
強
く

追
求
し
て
い
き
ま
す
。 

知
事
宛
に
要
望
書
提
出 

ま
た
、
北
口
道
議
は
、
12
月

12
日
、
民
主
党
第
６
区
総
支
部

の
副
代
表
と
し
て
、
福
祉
灯
油

の
補
助
金
増
額
に
対
す
る
要
望

書
を
高
橋
知
事
（
山
本
副
知
事

代
理
）
あ
て
に
提
出
し
ま
し
た
。 

補
正
で
３
兆
５
千
億
円
に 

可
決
さ
れ
た
補
正
予
算
は
、

一
般
会
計
で
５
５
億
５
９
０
０

万
円
補
正
し
、
19
年
度
の
予
算

総
額
は
、
一
般
会
計
２
兆
９
２

１
６
億
円
、
特
別
会
計
５
９
１

７
億
円
の
合
計
３
兆
５
１
３
３

億
円
と
な
り
ま
し
た
。 

補
正
の
内
容
は
、知
的
ク
ラ
ス

タ
ー
創
世
事
業
費
と
し
て
１
千

４
０
０
万
円
、
バ
イ
オ
エ
タ
ノ

ー
ル
利
活
用
普
及
促
進
事
業
費

と
し
て
１
億
６
０
０
万
円
、
保

健
福
祉
関
係
の
義
務
的
経
費
の

増
と
し
て
３
４
億
３
８
０
０
万

円
、
道
単
独
投
資
事
業
費
と
し

て
、
２
３
億
３
６
０
０
万
円
が

可
決
し
ま
し
た
。 

採
択
さ
れ
た
意
見
書 

◆
地
方
税
財
源
の
充
実
・
強
化

を
求
め
る
意
見
書 

◆
平
成
２
０
年
度
診
療
報
酬
改

正
に
向
け
て
の
意
見
書 

◆
医
療
に
お
け
る
控
除
対
象
外

消
費
税
の
解
消
を
求
め
る
意

見
書 

◆
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
手
法
の
導
入
促

進
を
求
め
る
意
見
書 

◆
私
立
専
修
学
校
に
対
す
る
財

源
措
置
に
関
す
る
意
見
書 

◆
い
じ
め
・
不
登
校
対
策
の
た

め
の
施
策
の
充
実
を
求
め
る

意
見
書 

◆
地
域
の
安
全
・
安
心
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
意
見
書 

◆
石
油
製
品
の
安
定
供
給
の
確

保
と
価
格
の
安
定
を
求
め
る

意
見
書 

第
四
回
定
例
道
議
会
報
告
（
11
月
28
日
〜
12
月
12
日
）

福
祉
灯
油
の
補
助
金
増
額
を
質
問
す
る
北
口
道
議
（
12
月
11
日
） 

表1 現行の福祉灯油補助金上限額 

人 口 規 模 上限補助金 

1万人未満 500千円

1万人以上3万人未満 600千円

3万人以上5万人未満 700千円

5万人以上10万人未満 800千円

10万人以上 1,000千円

山本副知事に要望書を提出する北口道議



2008年1月（冬号）            北 口 ゆ う こ う 道 政 便 り             第10号（3） 

プレス民主（号外）       The Democratic Party of Japan    平成9年4月25日 第3種郵便物認可 

                              

                              

                              

                              

                    

写
真
で
振
り
返
る
北
口
道
議
の
活
動
記
録

10
月
〜
12
月

 

→
上
川
北
部
自
治
体
議
員
懇
話
会

（
10
／
27
） 

←
菊
花
展
（
11
／
２
） 

→
瀧
上
副
市
長
に
子
育
て
要
望
書
を

提
出
（
11
／
５
） 

←
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
法
案
説
明

会
（
11
／
21
） 

→
幌
延
デ
ー
北
海
道
集
会
（
11
／
23
）

←
佐
々
木
代
議
士
と
国
政
道
政
報
告

会
（
12
／
16
愛
別
町
に
て
） 

→
総
合
企
画
委
員
会
で
新
し
い
総
合
計
画
案
の
集
中
審
議
で
質
問
す
る

北
口
道
議
（
10
／
11
） 

←
士
別
青
年
会
議
所
が
企
画
し
た
水
郷
公
園
再
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
左

か
ら
相
山
副
市
長
・
北
口
道
議
・
牧
野
市
議
・
菅
原
さ
ん
10
／
20
）
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北
口
道
議
の
奮
闘
ぶ
り
を
ブ

ロ
グ
か
ら
抜
粋
し
て
ご
紹
介
し

ま
す
。（
10
月
〜
12
月
分
） 

 ◆ 

10
月
15
日
【
西
岡
・
サ
ン

ル
ダ
ム
視
察
】
▼
（
前
略
）
西
岡

ダ
ム
は
、
以
前
の
ブ
ロ
グ
で
定

礎
式
・
修
祓
式
の
事
を
紹
介
し

た
ダ
ム
で
、
北
海
道
が
事
業
主

体
と
し
て
建
設
中
の
ダ
ム
で
あ

る
。
下
流
の
治
水
と
剣
淵
町
へ

の
水
道
水
供
給
を
目
的
と
し
て

計
画
さ
れ
、
平
成
21
年
度
の
完

成
を
め
ざ
し
て
い
る
▼
サ
ン
ル

ダ
ム
は
、
天
塩
川
水
系
サ
ン
ル

川
・
名
寄
川
の
治
水
と
名
寄

市
・
下
川
町
へ
の
水
道
水
の
供

給
、
水
力
発
電
の
た
め
に
建
設

が
計
画
さ
れ
た
。
昨
年
、
天
塩

川
流
域
委
員
会
の
議
論
を
経
て

当
初
計
画
が
変
更
さ
れ
、
先
の

第
３
回
定
例
道
議
会
で
知
事
の

変
更
計
画
に
対
す
る
意
見
が
承

認
さ
れ
た
。
す
で
に
、
道
道
の

移
設
工
事
が
ほ
ぼ
完
了
し
、
下

流
の
漁
業
関
係
者
と
の
話
し
合

い
を
経
て
、
本
体
工
事
が
着
工

さ
れ
平
成
25
年
の
完
成
を
め
ざ

し
て
い
る
。
私
は
、
第
３
回
定

例
道
議
会
の
予
算
特
別
委
員
会

で
変
更
計
画
の
内
容
等
に
つ
い

て
質
問
し
て
い
る
。（
後
略
）。 

◆
11
月
11
日
【
川
西
町
開
基
百

周
年
記
念
式
典
】
▼
佐
々
木
隆
博

代
議
士
の
出
身
地
域
で
あ
る
、

川
西
町
の
開
基
百
周
年
記
念
式

典
及
び
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
、

私
も
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

▼
川
西
町
は
、
明
治
40
年
神
田

広
三
郎
さ
ん
を
団
長
と
す
る
岐

阜
団
体
11
戸
が
移
住
し
た
こ
と

が
、
開
拓
の
歴
史
の
始
ま
り
だ

と
い
う
。
そ
の
後
、
宮
城
や
福

島
か
ら
の
入
植
に
よ
り
百
十
戸

の
世
帯
で
川
西
と
い
う
地
名
を

付
け
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
川

西
町
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
天

塩
川
の
西
地
区
に
位
置
し
、
丘

陵
地
帯
を
切
り
開
い
た
た
め
、

開
拓
当
時
の
苦
労
は
筆
舌
に
尽

く
し
が
た
い
と
の
こ
と
だ
。
そ

の
魂
は
、
今
も
引
き
継
が
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。（
後
略
）。 

◆
12
月
13
日
【
介
護
犬
の
普
及

を
訴
え
】▼
現
在
北
海
道
で
活
躍

す
る
唯
一
の
介
助
犬
「
ジ
ル
バ
」

と
三
上
晶
代
さ
ん
が
、
北
海
道

庁
を
訪
れ
、
介
助
犬
の
普
及
と

障
が
い
者
に
対
す
る
理
解
、
さ

ら
に
は
介
助
犬
を
育
成
す
る
訓

練
施
設
や
認
定
施
設
を
訴
え
た

▼
こ
の
日
は
、
三
上
晶
代
さ
ん

の
ほ
か
、
三
上
さ
ん
の
お
母
さ

ん
、「
ジ
ル
バ
」
を
育
て
た
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
ポ
ー
ト

湘
南
の
関
水
俊
明
理
事
長
、
出

海
宏
平
副
理
事
長
と
北
口
雄
幸

が
、
高
橋
教
一
保
健
福
祉
部
長

と
面
談
し
た
。
意
見
交
換
の
中

で
、
東
京
へ
通
っ
て
訓
練
す
る

大
変
さ
や
介
助
犬
と
の
相
性
な

ど
、
介
助
犬
を
育
成
す
る
苦
労

話
を
お
話
し
し
、
高
橋
部
長
か

ら
は
こ
れ
か
ら
も
介
助
犬
の
普

及
に
努
力
す
る
こ
と
を
お
約
束

い
た
だ
い
た
▼
面
談
に
あ
た
り
、

少
し
で
も
多
く
の
方
に
こ
の
こ

と
を
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
思

い
、
報
道
関
係
の
皆
さ
ん
に
お

知
ら
せ
し
た
と
こ
ろ
、
20
人
以

上
の
皆
さ
ん
が
取
材
を
し
て
い

た
だ
き
、
ジ
ル
バ
も
ち
ょ
っ
と

興
奮
気
味
だ
っ
た
。
そ
の
後
、

訓
練
の
た
め
地
下
鉄
を
利
用
す

る
と
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
私

は
道
庁
で
お
別
れ
し
た
▼
こ
れ

か
ら
の
課
題
と
し
て
、
北
海
道

に
も
介
助
犬
を
訓
練
し
認
定
す

る
施
設
が
で
き
、
一
人
で
も
多

く
の
障
が
い
を
持
っ
た
方
が
、

地
域
に
出
て
活
動
で
き
る
日
が

来
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。 

北
口
ゆ
う
こ
う
奮
闘
日
記 

h
ttp
://y-k

ita
g
u
c
h
i.n
e
t/

【
ひ
と
り
ご
と
】 

▼
昨
年
（
07
年
）
の
世
相
一
文

字
は
『
偽
（
ぎ
）』（
偽
り
）
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
ミ
ー
ト
ホ
ー
プ
や

白
い
恋
人
、
赤
福
な
ど
、
食
品
の

表
示
偽
装
に
始
ま
り
、
日
本
中
が

賞
味
期
限
や
消
費
期
限
に
揺
れ

た
一
年
で
も
あ
っ
た
▼
一
方
、
政

治
の
世
界
で
も
公
約
の
偽
装
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
一
年
間
で
五

千
万
件
の
年
金
を
照
合
す
る
と

選
挙
で
約
束
を
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、「
公
約
違
反
と
い
う
よ

う
な
大
げ
さ
な
こ
と
で
は
な
い

の
で
は
な
い
か
」
な
ど
と
、
公

約
違
反
を
公
然
と
言
っ
た
福
田

総
理
▼
農
家
の
担
い
手
の
た
め

の
制
度
と
し
て
導
入
し
た
品
目

横
断
的
経
営
安
定
対
策
。
さ
て
、

本
当
に
担
い
手
の
皆
さ
ん
の
た

め
の
制
度
な
の
か
。
年
末
を
迎

え
、
農
家
の
皆
さ
ん
の
悲
鳴
が

聞
こ
え
て
く
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ

う
▼
き
っ
と
、
今
年
の
早
い
時
期

に
総
選
挙
が
あ
る
だ
ろ
う
。
真
の

意
味
で
、
偽
り
の
な
い
政
治
を
目

ざ
し
、
選
択
を
誤
ら
な
い
よ
う
に

し
よ
う
。（
ゆ
う
こ
う
） 

西岡ダムの説明を受ける一行 

川西町開基100周年記念式典 

介助犬の普及を訴える三上さん（左） 


